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三井不動産株式会社　ロジスティクス本部ロジスティクス事業部

企業の柔軟な拠点づくり支援を

設計コンセプト

木質空間が育む、新たな共創の場
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三井不動産インダストリアルパーク（MFIP）海老名　＆forest
　
三
井
不
動
産
が
神
奈
川
県
海
老
名
市
で
開
発
し
て
い
た
新
産
業
拠
点
﹁
Ｍ
Ｆ
Ｉ
Ｐ

海
老
名
　

＆
ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
﹂
が
完
成
し
た

物
流
と
オ
フ

ス
な
ど
を
備
え
た
マ

ル
チ
ユ

ス
ス
ペ

ス
と
い
う
試
み
と

同
社
グ
ル

プ
の
木
造
建
築
ブ
ラ
ン
ド

﹁
＆
ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
﹂
を
組
み
入
れ
た
第
１
号
案
件
だ

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車

道
︵
圏
央
道
︶
海
老
名
Ｉ
Ｃ
に
近
接
し

都
心
配
送
や
広
域
配
送
拠
点
と
し
て
高
い

立
地
優
位
性
を
有
す
る

設
計
・
施
工
は
日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
が
担
当
し
た


エ
レ
ベ

タ

ホ

ル

　
本
工
事
に
お
い
て
は

か
つ
て
水
田
な

ど
で
あ

た
区
画
整
理
用
地
を
敷
地
と
し

て
い
る
こ
と
か
ら

圧
密
沈
下
の
抑
制
を

図
り

建
設
残
土
や
砕
石
に
よ
る
プ
レ
ロ


ド
を
行
い
ま
し
た

工
事
の
進
捗
に
よ

り
残
土
の
一
部
は
搬
出
処
分
す
る
必
要
も

あ
り

そ
の
運
搬
上
の
通
行
の
安
全
確
保

や
周
辺
へ
の
飛
散
防
止
な
ど
環
境
配
慮
に

も
努
め
て
い
ま
す


　
施
工
速
度
の
安
定
を
め
ざ
し

雨
天
時

に
も
コ
ン
ク
リ

ト
打
設
や
溶
接
を
可
能

と
す
る
工
法
を
採
用
し

鉄
骨
建
て
方
と

同
時
に
下
弦
材
の
屋
根
葺
き
を
展
開

雨

水
対
策
と
し
て
は
敷
地
外
に
計
画
さ
れ
て

い
た
雨
水
埋
設
配
管
工
事
も
一
部
当
現
場

で
引
き
受
け
ま
し
た


　
こ
の
建
物
は
オ
フ

ス
と
し
て
活
用
で

き
る
物
流
施
設
で

北
西
角
の
ス
パ
ン
に

木
造
柱
や
木
鋼
ハ
イ
ブ
リ

ド
梁
を
用
い

て
耐
火
性
能
確
保
し
意
匠
演
出
を
行
う
設

計
と
な

て
い
ま
す

そ
の
た
め
森
林
認

証
制
度
︵
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
認
証
︶
を
取
得
で
き

る
精
度
の
高
さ

施
工
手
順
の
確
立
を
進

め
ま
し
た


　
そ
の
他

コ
ン
ク
リ

ト
の
ひ
び
割
れ

抑
制
の
た
め
の
配
合
計
画
か
ぶ
り
確
保


養
生
期
間
の
捻
出
と
い

た
品
質
管
理
を

徹
底
し
ま
し
た

鉄
骨
建
て
入
れ
に
関
し

て
も

高
精
度
を
維
持
し
二
次
部
材

特

に
胴
縁
の
精
度
確
保
を
慎
重
に
行

て
い

ま
す


　
現
場
の
方
針
と
し
て

安
全
衛
生
確
保

を
す
べ
て
の
原
点
と
と
ら
え

社
会
的
責

任
の
重
さ
を
充
分
に
認
識
で
き
る
管
理
指

導
を
徹
底
し
ま
し
た

こ
の
エ
リ
ア
が
地

域
と
共
に
賑
わ
い
を
創
出
す
る
産
業
開
発

拠
点
と
い
う
テ

マ
を
掲
げ
て
お
り

私

共
施
工
者
も
そ
の
理
念
に
な
ら

て
近
隣

の
皆
さ
ま
へ
の
丁
寧
な
挨
拶
と
説
明

作

業
員
の
マ
ナ

向
上
な
ど
に
気
を
配
り
ま

し
た

現
場
一
丸
と
な

て
手
が
け
た
施

設
が

こ
の
地
域
に
新
し
い
活
気
を
も
た

ら
す
こ
と
を
願

て
お
り
ま
す


　
日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社

　
Ｍ
Ｆ
Ｉ
Ｐ
海
老
名
新
築
工
事

　
作
業
所
長
　
大
石
和
久

倉庫フロア

■工　　事　　名　　称：ＭＦＩＰ海老名新築工事
■工　　事　　場　　所：神奈川県海老名市中央５丁目２番
■発　　注　　者：三井不動産株式会社
■設計・施工者：日鉄エンジニアリング株式会社
■敷　　地　　面　　積：，㎡
■構　造　・　規　模：Ｓ造（制震構造）一部Ｗ造地上４階建て。建築

面積，㎡、延床面積，㎡
■工　　　　期：年４月～年６月（本体）

　※一部写真提供：三井不動産株式会社

エントランスホール

Forest Lounge

マルチユーススペースフロア

完成

　神奈川県海老名市に開発した新産業拠点「ＭＦＩＰ海老
名　＆forest」が完成しました。４階建ての施設は、１～
２階を物流用途とし、３～４階をオフィス・研究施設・ラボ
などを備えたマルチユーススペースとして整備しました。
テナント企業の柔軟な拠点づくりを支援し、社会のイノ
ベーション・付加価値の創造の場となることを目指した複
合業務施設です。
　海老名市役所周辺地区に位置する施設は、首都圏中央連
絡自動車道（圏央道）の海老名ＩＣに近接し、都心配送や
広域配送拠点として高い立地優位性を有しています。小田
急線と相鉄線の海老名駅から徒歩約分の場所でもあり、
安定的な労働力確保も期待できる立地です。
　本施設は、当社グループの木造建築ブランド「＆forest」
を付けた第１号竣工物件です。北海道にある当社グループ
の保有林で採取する木材を、木鋼ハイブリッド梁の被覆木
材や天井の仕上げ材、内装材などとして積極的に利用して
います。当社グループの保有林から現場施工までの各商流
をつなぐ形で、ＳＧＥＣ（緑の循環認証会議）のプロジェ
クトＣｏＣ認証も初めて取得しました。森林資源の調達か
ら施工に至る持続可能な木材利用のトレーサビリティーを
確保しています。
　積載荷重．ｔ／㎡、天井高．ｍ以上とした高いスペッ
クにより、重量物を取り扱う製造設備や研究設備、自動化
機器、保管ラックなど、多様なニーズに柔軟に対応できる
ようにしています。また、時間対応の非常用発電設備を
備えるなど、災害時や停電時にも事業継続を支える環境を
整えています。
　ＭＦＩＰ海老名　＆forestでは、物流施設の機能にとど
まらず、地域産業の発展を支えるインフラとしての役割を
担うことを目指しています。まちづくりを通じてさまざま
な「場」や「コミュニティー」を提供する産業デベロッパー
として、海老名地域のさらなる産業発展と地域活性化に貢
献していきたいと考えています。

　本施設は、海老名駅から南へ徒歩分、海老
名市役所周辺地区計画内に位置しています。優
れた交通利便性を背景に、物流にとどまらずオ
フィス・研究施設・ラボなど多様な用途に対応
した産業機能の集積により、新たな創造拠点の
形成を目指しました。

　特色の一つである一部木造の採用にあたって
は、駅に近い北西角に木造空間を配置していま
す。ガラスカーテンウォールと組み合わせるこ
とで、開放性と温かみを併せ持つ表現としまし
た。構造は木柱と木鋼ハイブリッド梁を採用し、
さらにカーテンウォールのバックマリオンや階
段床にも三井不動産グループ保有林のトドマツ
を活用しています。視覚にとどまらず、香りや
触感、歩行感を通じて木の質感を体験できる空

間としました。
　さらに、３階には南北で性格の異なるラウン
ジを配置し、木質感あふれる落ち着いた空間と、
交流を促す開かれた空間を併せ持つことで、利
用者同士のリラックスとコミュニケーションを
促し、分野を越えた共創が生まれる環境づくり

にも配慮しています。
　こうした木材活用を通じて、森林資源と地域
経済の持続的な循環にも寄与しています。本施
設が地域と響き合いながら、よりよい社会と新
たな産業の成長を支える拠点となることを期待
しています。
　日鉄エンジニアリング株式会社
　一級建築士事務所

　千葉　陽祐

北西面共用部に木造の風合いを持つ


